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これからの情報の技術 情報の技術と私たちの未来に
ついて考える。

情報の技術の見方・考え方に
ついて説明できる。

新たな情報の技術について、よ
い点と課題をあげて評価し、適
切な選択と管理・運用する方法
や、新たに改良や応用をする
方法について考えることができ
る。

情報の技術を評価し、適切な
選択と管理・運用する方法や、
新たに改良や応用をする方法
について考えようとしている。

計測・制御のプログラミングに
よる問題の解決
双方向性のあるコンテンツのプ
ログラミングによる問題解決

計測・制御システムのそれぞれ
の要素のはたらきを知る。双方
向性とユーザインタフェース問
題解決の流れコンピュータを
使って機器を自動で動かすしく
み計測・制御システムの基本
的なしくみを知る。

各メディアの特徴をプラス面、
マイナス面に分けて説明でき
る。
計測・制御システムにより自動
的に機器が動くしくみを説明で
きる。双方向性のあるコンテン
ツの例を挙げ、コンテンツの特
徴を説明できる。計測・制御シ
ステムの各要素の種類とその
役割を説明できる。

情報の技術を利用した、問題
解決の見通しをもつことができ
る。
解決のためにセンサとアクチュ
エータをどのように利用する
か、入出力されるデータの流れ
から計測・制御システムを構想
し制作工程表等に表現できる。

問題解決とその過程をふり返
り、社会からの要求をふまえ、
プログラムがよりよいものとな
るよう改善しようとしている。

コンピュータとプログラミング コンピュータによる処理のしくみ
プログラムの構造と表現につい
て考える。

コンピュータで処理を自動化す
る場合に必要なことを説明でき
る。プログラミングの手順と必
要な事柄を説明できる。

処理の手順をアクティビティ図
等で表現できる。

問題解決とその過程をふり返
り、社会からの要求をふまえ、
プログラムがよりよいものとな
るよう改善しようとしている。

製作のための技能 金属の特徴をふまえた加工技
術について知る。材料取り（け
がき）切断切削組立て仕上げ。
工具を使って正確に効率よく切
削等ができる。ねじ加工を正
確。研磨や塗装による仕上げ
ができる。

弓のこ等の工具を使用し切断
や切削ができる。表面の研磨。

問題を見いだして課題を設定
し，材料の選択や成形の方法
等を構想して設計を具体化す
るとともに，製作の過程や結果
の評価，改善及び修正につい
て考えている。

便利な生活の実現に向けて、
課題の解決に主体的に取り組
んだり、ふり返って改善したりし
て、材料と加工の技術を工夫し
創造しようとしている。

材料を利用するための技術 金属の性質と種類と特徴を知
る。

金属の性質の違い等、その使
用方法を説明できる。

製品における材料の使い分け
について、それぞれの特徴に
気づくことができる。

材料と加工の技術が活用され
ている製品の工夫を説明しよう
としている。

これからの生物育成の技術 生物育成の技術の学習をふり
返り、技術の見方・考え方につ
いて確認する。生物育成の技
術を評価し、適切な選択と管
理・運用のあり方について考え
る。

生物育成の技術の見方・考え
方について説明できる。

新たな生物育成の技術につい
て、よい点と課題をあげて評価
し、適切な選択と管理・運用す
る方法や、新たに改良や応用
をする方法について考えること
ができる。

生物育成の技術を評価し、適
切な選択と管理・運用する方法
や、新たに改良や応用をする
方法について考えようとしてい
る。

技術・家庭（技術分野） 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度


